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1は じ め に

良質米を安定的に生産する基本技術の一つとして土づく

りがあり,有機物の施用は欠かせないものとなっている。

ところで,作況解析試験の中で,有機物無施用田を昭和

55年から設置し,試験を行ってきたところ,有機物無施用

田の稲生育及び収量,品質等に特徴がみられてきたので報

告する。
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(5)区の構成 ア 有機物無施用 (昭55～ )

イ 堆IB施用 1001タ ノα(昭 45～ )

ウ 稲わら施用 50″ /α (昭 53～ )

注)堆肥は乳牛のわら厩肥で半熟のもの多い。

3 試験結果 及 び考察

ll)生育の特徴

1)草丈,茎数

有機物無施用後 3～ 4年 ころまでは堆肥区よりやや劣る

傾向の生育をしているが (た だし,稲わら施用区より優る),

5年目ころより初期生育 (6月 20日 ころまで )は堆肥区よ

り上回る傾向を示すようになり,最高分げつ期以降は凋落

傾向となり,有効茎歩合の低下が目立つようになった。

なお ,稲わら施用区では,稲わらの影響で初期生育はや

や劣り,そ の差はなお大きくなっている(図 1)。
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これらは,存働物分解に伴う有害物質等発生が,有機物

無施用区では少なくなり,それらの影響もはとんどなく
,

初期生育 (特に茎数が多い )は非常に良くなるが,生育中

期以降は,地力の低下により,凋落傾向を示すようになる

ものと推察される。

また,NH4~N,Eh6の 推移 (表 1)をみると分げつ

初期においては,十壌中のNH4~Nは 有機物無施用区で

やや高く,Ehは 6月 30日 まで,堆肥区よりかなり高い数

値を示しており,こ れらが生育に反映しているものと考え

らオ■る。

表 l NH4~N,E h6の推移 (昭63年 )

2)乾物重及び稲体窒素濃度の推移

乾物重は茎数の推移と似ており,堆肥区では 6月 20日 以

降は有機物無施用区を上まわり,ま た,稲わら区では7月

20日以降から上回るようになり,成熟期でその差が大きく
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図 1 茎 数 の 推 移
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なる。

稲体の窒素濃度は 6月 20日 ころまでは有機物無施用区で

高いが,その後は逆に低い傾向となり葉色の低下が日立っ

た (表 2)。

なお,存機物無施用区の窒素吸収量は 6月 20日 まで乾物

重,窒素濃度 も高いことなどから,堆肥区より多いが ,そ
の後は少なくなり,成熟期の窒素吸収量は堆肥区対比で88

%と 少なく,収量にも影響している。

12)収量

有機物無施用区の収量構成は堆18区及び稲わら区と比較

し,登熟歩合 ,玄米千粒重とも大差なく,むしろ登熟歩合

はやや高い傾向にある。しかし,図 2か らも分るように籾

数は86～91%と 少なくなっている。

このため,収量は過去 7年間の平均で堆肥区対比91%,

稲わら施用区対比96%と 低い。

籾数の少ないのは有効茎歩合の低下による穂数の減少と

幼穂形成期ころの窒素濃度の低下が一穂籾数へ影響 し,面

積当たり籾数の減少となっている。

イ当たり籾数

の変動(表 4)をみると登熱期間が高温であった昭和59年
,

60年は,完全粒歩合低く,全体的に品質が劣っている。

その中でも有機物無施用区は腹自等が日立ち,特に完全粒

歩合が低く,品質低下はより大きかった。

これは有機物が入らないことにより高温下での根の活力

低下,及び稲体の老化が早まり腹白等を多くしているもの

と推察される。

しか し,57年 のやや低温気味の年や,61年 の平年的な気

象条件では品質の差はあまりみられなかった。 (た だし,

有機物無施用区の籾数は堆肥lK,稲わら区より少ない。 )

表3 年次別登熱期間の平均気温 (日 平均℃ )

表4 年次別品質 (電量 %)
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図 2 有機物の施用効果 (有機物無施用対比 )

0)品質

品質は環境条件や栽培法によって変動するが
,

期の気象条件によって左右される場合が多い。

ところで,過去 6年間の登熟期間の気温 (表 3

有機物無施用区 5～ 6年経過すると初期茎数はむしれ有

機物施用区より多くなるが,最高分けつ期以降は凋落傾向

となり,穂数 ,一穂籾数の減少により収量は 4～ 9%低下

してぃる。

有機物無施用区は登熟期が高温で経過 したとき,品質の

低下の度合がより大きくなりやすい。

これらのことから,収量,品質に対する有機物の施用効

果は十分に認められる。したがって,地方の低い条件では

有機物の施用を第一とし,更に生育中期以降の施肥対応や
,

登熟期のきめ細かい水管理等で収量と品質の低下を防止す

ることが大切である。

特に登熟

)と 品質
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期間 年次 平年

前期0-■20

中期21～ 30
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21 7

表2 稲体窒素濃度 (%)
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